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導入 時に 言葉 の み を提 示 す る 理科学習 の 分析
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1．研 究 の 目 的

　理 科 学習で は 、教 師 か ら共 通 の 事 象 を

提 示 し、子 ど も が 思 い 出 した 疑 問 を ふ く

ま せ 、ク ラ ス 全 体 で 問 題 を設 定 し、全 体

で 問題 を解 決 し て い く場 合 が 多 い 。 こ の

よ うな 学 習 を行 え ば 、事 象 と理 科 の 内容

が 直 結 し て い る た め 、理 科 の 内容 を 必 ず

達 成 す る こ と が で き る 。

　 だ が 教 師 か ら意 図 的 に 事 象 を 提 示 す る

た め 、 子 ど も の く ら し と 結 び つ い て お ら

ず 、実 感 を と も な っ た 理 解 が 可 能 で あ る

か 疑 問 に 思 っ た 。

　 よ り子 ど も の く ら し に 密 着 し た 学 習 を

展 開 し た い 、と い う思 い か ら本 研 究 で は 、

教 師 か ら共 通 の 事 象 を 提 示 せ ず 言 葉提 示

の み で 、
一

人
一

人 が 追 究 す る理 科 学 習 を

行 い
、 追 究 の 多様 性 を分 析 し、そ の 可 能

性 と 問 題 点 を 明 ら か に す る こ と を 目的 す

る 。

2．研 究 の 方 法

（1）富 山市 立 H 小 学校で 行わ れ て い る 第

4 学 年 理 科 （総 合 ）「物 が あ た た ま る 1 を 瞬

参 与 観察 す る 。

（2）子 ど も の ノ
ー

ト と授 業 記 録 等 か ら追

究 状 況 を 明 ら か に す る。

（3＞授 業 記 録 や ノ
ー

トの 解析 結 果 か ら子

　 ど もの 追 究 の 多様 性 を 解析 し、理 科 学

　 習 に お け る言 葉 提示 の み の 授 業 へ の

　 可能性 に つ い て 考 察 す る 。

3．結果 ・考 察

（1）授 業 の 　要 （全 28h ）

　 　 導 入 時 に 教 師 が 「『物 が あ た た ま る 』と

　 聞 い て 経 験 し た こ と を カ
ー

ドに 書 き ま し

　 ょ う。」 と発 言 し、子 ど もが 思 い 出 し た こ

　 とを カ
ー ドに 書 か せ た 。そ の 後 は 、単 元

　 を 通 し て 際 立 っ た事 象 は 提 示 せ ず 、机 間

　 指導 の み で 子 ど もに 自由 に 思 考 させ 、
一

　 人 追 究 を 行 い 、合 間 に 仲 間 の 追 究状 況 を

　 聞 き 合 う集 団 学習を 6 回 行 っ た。

　 　 （2）考 察 方 法

　 　 子 ど も の ノ ー トや 授 業記 録 を 読 み 、記

　 述 か ら解 析 を行 っ た 。 下 図 は 子 ど も の 記

　 述 を 抜 粋 し
、 解 析 を加 え た もの を 1 枚 に

　 ま と め た 。
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（3）子 ど もの 思 考 パ タ
ー

ン

　子 ど も の 思 考 パ タ
ー

ン を 分類 し、特 徴

を 示 す と 以 下 の 通 りに な る 。

｛子 どもの 追究の多様性 分類，

子どもの 子どもにとっての 追究の特徽

i 追究の纏れ 集団学習の意味

設廬

1 追究

E 型．

単元を通して，学
級で共遜の．一
貫した畿題を追
究していく

同じ設題に取り（んで

いる友達の考え進め

方に触れることで、自
分の 考えを発展させ

る

・
同じ設題に取リ組んでいるため、集団での話し合
いが潔まりやすい

・
設題に対しての 自分の諭理を展開しなければなら
ないため 、肴えを構築することが高度である

問題

解決

自分で見いだし

た問題を、解決

すること

一
人
一
人取り組んで

いる問題が異なっ て

いるため、友達の問

・問題や実験などにおいて、自分が価捷あると感じ
たものを選択できるため、自由度が高い

・
自分にとって価値ある問題を見いだすことが困難

1 型 またそれを繰り 題殼定の仕方や解決 な場含がある

返していく 方法に触れ、新たな ・一人一人取り継んでいる問題が異なるため，どの

着銀点をもつ契機と 子にとっ ても価嬉のある集団学習が詮定しに（い

なる

1方法

課題

教師から与えら

れた字習活動を
行うこと自体を，

同じように課せ られた

学習活動に対して、
友達がどこまで課題

・問題が外発的であるため．自分の問題としてとらえ

にくい
・教師から課された間驤から、自分にとっ て価但ある

　型
1 課題としてとらえ、を追究しているかを 閤題を見いだす契機として藩動が位置付く場合も

1 取り組んでいく 確認する ある

4 ．結論

・共 通 の 事 象 を提 示 し な い 言葉提 示 の み

の 単 元 展 開 も 可能 で あ る。そ し て 言 葉 提

示 の み の 授業 で あ る か ら こ そ 、子 ど も は

く ら し か ら個 性 的 な 問 題 を 見 つ け る こ

　とが で き る。

・子 ど も の 追 究 は 3 つ に 分 類 で き る 。

（モ デ ル 図 1， 2， 3）

5．今後 の 課 題

・1 つ の ク ラ ス 内 に 3 っ の 追 究 活 動が 混

在 し て い た た め 、集 団 学習 が 成 り 立 ち に

　く か っ た 。ま た 、理 科 の 内 容 を 達成 し て

い な い 子 ど もや 、考 え に 誤 概 念 が 含 ま れ

て い る 子 ど も も み られ た 。全 て の 子 ど も

た ち の 学習 を 成 立 させ る た め に 、教 師 は

ど の よ うな支 援 を行 うべ き か 明 らか に

す る 。

・
子 ど もの ノ

ー
ト や 授 業 記 録 を よ り 細 か

く解析 し 、3 種 類 の 他 に 分類 パ タ ー
ン を

見 い だ せ な い か 分 析す る。
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　　　　　　　 （モ デ ル 図 2 ： 問 題 解決 型 ）
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　　　　　　　 （モ デ ル 図 1 ： 設 題 追究型 ）
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　　　　　　　 （モ デ ル 図 3 ： 方法 課 題 型 ）
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